
日本海マス流網漁業試験

担 当 者 技 師杉目宗美

H 富永武治

H 十三邦昭

幸洋丸船長宮崎 勇

I 目 的

日本海におけるマス類の資源状態を明らかにしその合理的利用を図り適切な漁業指導を行うとと

もに，北西太平洋，日ソ漁業共同調査計画に従って実施される国際生物調査に協力して必要な資料

の収集を行うことを目的とする。

H 調査の方法

E 

1. 試 験 船 幸洋丸 12 1. 2 2トン D 4日日 p s 

2. 乗 組 貝 船長以下 2 4名

3 調査期間 昭和 41年 4月 1日~全年6月 5日

4. 調査海域 北部日本海々域 (N3 l'以北， N 4 5'以南)

5. 漁 呉 マス流網 1 0日反

内 訳 9 1 cm (3.日寸)アミラシ 21 0 D/  6本 6日日掛

9 4 C1Il (3. 1寸〕 11 11 11 

9 7 c叩(3. 2寸) グ 21日D/6-8本 /1 

1日oC1Il (3. 3寸) "210D/6本 /1 

1 0 3 cm (3. 4寸) /1 H H 

調査経過

4月 8日 19一日 2海区において本年度第一回目の試験操来を行なった。

9 0 m日j
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2日反

3 0反

2口反

1 5反

1 5反

以来6月 2日まで日本海マス流網漁業試験を行なったが，この期間内において 4月中匂及び 5月

中匂の太平洋地先及び沖合の定鵠海洋観測を行なった。

操業回数は延 15回で延投網反数は 1，4 6 0反，マス類の総漁獲尾数は 2司口 26尾で，このうちカ

ラフトマス 1，9 8 2尾 (980/0)，サクラマス 4 4尾(2 %)反当り催網尾数は 1.3 9尾であった。

反当り尾数 39年-4日年の反当尾数1.1尾に比べると O.2 9尾多くなっているが，これは本年度

対馬暖流の第 E分校の勢力が強かったため漁場が割合沿岸寄りに形成されたためと思われる。

幸洋丸による日別漁場位置及び反当り催網尾数は第 1図，第 1表のとおりである。
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第 1図操業位置及反

当り d罷網状況
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昭和 4 1年 日本海マス流網漁業試験

操 業 次 数 第 1 次 第 2 次 第 5 次 第 4 次 第 5 次

投 網 位 置
41o--{)g N 4iJ-4ヲ N ずーもU_'N 41)'-53' N 4f-01 N 
139-27 139-035 138-59 138-38 138-43 

投 病問 日 時
48 4.11 4.12 4.14 425 
16h39I!r'-・17h20m 17hOOm-17h35m 15h35m--1るh13m 15h55m--16h30m 16h55m叫7h30m

揚 網 位 置
4f-1げ N 4~1'1\1 39'-29' N 4f-u1 N 41・一口7'N

13'ヂ'-21E 138-56 138-57 138-37E 138-43 

揚 網 日 時
49 4.11 4.12---13 4.1身、-15 4.26 
口2h10m-05h40m 21h55m-23h50m 22h08w-日Oh15m 22h口5m---日Oh05m 日日hOOm--心2h25m

投 相 方 向 W 比可W

海
天 候 C C C B F 

象
風 向，風力 W3  1¥1 3 WNN 3 2 N 1 

潮流向速 oM 2JJ 003' 止~ 211 N l.d 

気
波浪，クネリ 2 2 5 5 5 2 2 2 。 。

象
水色 5 5 5 ι 4 

透明度 1臼n 11m 11m 14m 12m 

o m 85 8.4 94 8.1 118 

71< 
1 0 85 92 92 70 11.6 

2 0 8.4 9.1 9.1 ιι 115 

5 0 8.4 ?日 9.1 28 103 
i邑 100 Bβ 63 9.1 2.1 ι7 

200 7D 2β 9.6 16 4.1 

使 用 反 数 1口口反 97 bz. 97反 %反 96反

マス類総漁獲届 41尾 89尾 5尾 102尾 225尾
「

91耗(5Dヴ 5 20 2 23 71 
治、

目 94" $.1す 21 23 2 34 83 
獲

ρ口、 97" ~n 日 7 30 23 
尾

別 100" (3~ 5 15 。 14 19 
数

103" $正ず 4 24 口 29 

内サクフマス 7 1 12 4 

アプフツノずメ 。 5 

その他の魚 4モーカもホyうr3 ャ';Jj'7J覗~1 ノ汐汐1 ~六マ3 すッく1 ソエ1

付近操莱船 1隻 オットセイ 1頭 付近操業船 4隻
40-48N 足カイ長「ノレ

40-56N 
頭イカ ノレ

オットセイ 1頭 網付 オットセイ 1頭 138-43 )品 139-03 
)数

備 網付 付近縄船 1隻 網付 付 付近操業船2隻

揚網中71<.深ぽ オットセイ 1頭 サンマ灯付多し

網付 投網中オットセ

付近操業船 1隻 イ 1頭

考 揚網中水深 7r クラグ擢網あり
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操 業 次 数 第 6 次 第 7 次 第 8 次 第?次 第 10 次

投 網 位 置
41''-12' 5N 41"":'4t. 3N 4 f'-o ON 4伊ー511'1 4げ'-3~ N 

138-42 138-29 138-54 138~45 138-46 

投 網 日 時
426 428 429 56 57 

15h2UID"'-15h55I:l 15h 21 m---15h5 5m 17hO口町-17h32I:l 17 h5 5町、~8h25m 16h 10~6h45m 

揚 網 位 置
4f'-14 N 41"-54' N 4σ'-5tN  4dLー5:1N 4げL3?:fN 

138-47 138-40 138-56 138-40.5 138-51 

揚 網 日 時 426 429 430 57 57--8 

19h251ll""'21h1Om 00h25町、日2h50m 02h口5nNJ4h05m 日日hOOnNJ2h05m 22hOOlIr'、OOh1日m

投 手持 方 向 l¥iW lW F司王 N W 

天候 R B C C C 

豪 風向，風力 S 3 W3  5 1 

潮流向 速 1.d 1.4 口ア 日グ 。ダ
気 波浪・ヲネソ 2 3 1 1 1 13 313 31 1 1 
象

71<色 5 6 5 5 ι 

透 明 度 1臼n 12m 11m 8m 11m 

日m 98 10.4 105 8.9 10.1 

71< 1 0 97 102 10.5 8B 98 

2口 96 72 7.4 8.6 93 

5 0 82 36 58 4.1 ιB 
i温

1 0口 42 211 3.4 27 3.5 

2 0 0 2D 2.5 2.2 1.4 1.9 

使 用 反 数 99反 99反 97反 97反 97反

マス類総漁獲倍 12尾 。 581尾 34尾 491尾

91粍e吋う 2 日 145 14 82 

漁 自 94/1 (3.吋フ 5 。 243 2 183 

j蔓 ぷ仁ヨ入 97/1 e討う 4 。 83 7 121 

尾 思リ 10日/1$討7 日 54 5 59 

数
1日3/1s吋う D 。 56 ι 46 

内サクフマス D 。 4 日日 5 

アプラツノザメ 15 

そ の 他 の魚 キッケ 1 

オットセイ 1頭 41-4陛J 41刊 5 イノレカ 40-53N 毎場 付亙操業船 2隻

網付 138-57 防ット 138-57) 1頭船 138-51 }縄民 オットセイ 1頭

備 付近操業船なし
セイ 2

付 数隻 網付

時化模様のため
頭

付近操業船7隻
付近操業船泊1ヰ隻

オットセイに依

1 9.2 5 hより
大島 N 2 0浬

オ y トセイ網付 る傷マス約 15

揚網開始 海域延縄船 12- (頭ダケ約 20 オットセイ手相手 -16尾

13隻 ケ) (キズマス約12

考 付近操業船 4隻 -13尾)

マス頭 4ケ，催網 投網泊中，水産

33寸潟子柵 1ケ 庁監視船と会う

|切断
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第 11次 第 12次 第 13次

4ぴ5:1.5N 41". .13' 5N 4千-?JtN 42"-40' N 42"-口tN
139-日? 138-51 138-2日 138-38 138-30 

5.1口 5.20 521 531 6.1 

16h05n:r-16h40m 15h 37m-、-16h12m 15M2町、:J6h17m 15h50n::~16h25m 16h27m---17hOOm 

4o'-S8 N 410-11 N 4 f-34'. 51¥1 42"-38' N 4会.fJ(JN 

139ーロヲ 138-42 138-195 138-29 138-30 

5.10 521 521 6.1 6.1 

22h 10m、-24h日日E 日2h05m---日3h55m 21h45~3h25m 02h05町、04h04m 21hOOn:r-23h 10m 

S S S&N 

R B B C c 
5 N 1 2 W 3  5 

日ダ OJEf N 0.4' ログ N 1.0' 

3. 3 1 1 11 2 21 2 5 4 4 

5 5 6 5 ι 

10m 12m 8m 12m 9m 

10.3 11.4 守7 11.2 I U.!) 

10.2 98 9.1 105 70 

9.1 89 72 75 6品。

6.9 60 五守 4β 37 

4.1 3.6 32 29 22 

23 2.0 3.1 19 1β 

97反 97反 97反 97反 97反 1，460反

116尾 7尾 る尾 105尾 212尾 2026尾

35 2 ι 36 5日日反 442 (1.47h) 

30 2 2 27 48 430 11 7日5 (164の
11 1 2 25 45 296 11 368 (124今

14 1 22 49 217 11 259 (1.19今

26 日 25 34 217 11 252 (1.16今

2 r 2 5 44 

2 2 22 

スnヅイヵq子)12--1桝梶 刃(/;1イカ(仔)1 

4同 八戸~健ケ沢廻航時 投網直前イノレカ の風波強く 21 平均反当り1.3 9尾
139一日1 イ 2 航時操業 数頭船付 日日より揚網

-3頭 付近操業船なし 魚体大きく落網

滋泳 オットセイ 1頭 多し (20尾)

40-.叫 4川 網付 主に 3.1寸以下
139一口2 頭船 ーノム¥ー 左 ツメイカの足擢 付近操業船なし

付 網
オットセイ 2頭 滋子柵 1ケ所切

網付 断
傷マス 7尾
付近縄船 3-4

隻
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W 調査結果

調査海域は主に東径 13 ff以東の久六島~奥尻島問の海域で 4月 29白， 1 8一日 5海区で反当

り 6.0尾 5月 7日， 08-34海区で反当り 5.1尾と，近年にない好漁を見た。当場では例年 5月

中匂から下勾に北海道茂津多岬~積円岬沖にかけて調査を行っていたが，本年度は， 5月 3 1日，

2 8 - 1 3海区において 1回だけ調査を行い，此の海域は魚群が薄く操業船も殆んど見られなかっ

日

~。

幸洋丸による投網反数及び漁獲尾数及び反当り擢網尾数は次表のとおりである。

hqJ つ A 71b/!l ゾ 471b/!l 9 7711"立 10日7f/?1l 10371bl!t 

(3.0寸う 6吋う 6討7 (3.5'力 6村7

延投網反数 300反 430 2 ， 6 217 217 

漁獲尾数 442尾 705 368 2 5 9 252 

反当り穫網尾数 1. 4 7尾 1品 4 1. 2 4 1. 1 9 1. 1 6 

計

1， 4 6 0反

I 2， 0 2 6尾

1. 3 9尾

日本海のカラフトマス体長組成及び多項目調査による日別，平均体長，体重は別紙 Fig1~3 の

とおりである。

V 考察

20 

今年度の本県当業者船(主に八戸，大畑船)の漁況を纏めたものをみてみると，反当り擢網尾数

は1.7 5尾で，これは昭和 35年以来 37年に次ぐ悪い漁獲率であった.

この不況の原因として考えられることは

1回 初漁期の 5月中に荒天の日が多く操業日数が少なかった。

2 海侃は例年より水温の上昇が遅れた Lめ好漁場の持続性が短か hった。

5 本年度カラフトマスの来滋量は昨年に比べ全般に薄く魚群の移動が年かった。

等が考えられる.

一方本年度地元耀ケ沢マス流網各船は前年度の北海道延縄船の好漁に束Ij赦され，流網をやめて約

1 5~ 16隻が延縄に切換え操業した船型及び技術的な点で採算点に達した船は少なかったが，今

後乗組員の関係及び資材(漁具)の補充面から考えて延縄専業船が多くなる傾向がうか Yわれる。
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昭和 41年度日本海カラフトマス体長組成(操業毎)

4 1. 4. 8 (投網月日)

30 + 1 9の 12 (揚網海区) ロ =34 

20十

1日4 「一 lSI 

3日十 4. 1 1 

o 8の 55 n=88 

T日 ~I 

4. 1 4 
5口

1 8のo3 n=9 0 

20 

1日

4.2 5 

1 8のo4 n=  1 0日

20十

4. 2 6 

1 8の 14 n=  12 

20 

10 

4. 2 9 

30 o 8の 55 n=99 
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5日日

昭和 41年度カラフトマス体長組成(全)

(パンチシグ+多項目)

J 同
40 45 

昭和 41年度日本海カラフトマス日別平均体長、体重

←一一4 体重 n=3 2 5 (多項目負体調査令)

式・……ヌ体長

平均
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平均

19-02日ヲイ口98-3508-5318ー口418-1418一05]8-5408-34J9-5団8-1518--3 228~43 28-03 
8 11 12 14 25 26 29 6 7 10 2日 21 31 1 

4月 5月 6月
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